
令和 7 年度入学者選抜学力検査問題（前期日程）

理 科

物理基礎・物理

（注意）

1.問題冊子は指示があるまで開かないこと。

2. 問題冊子は 8 ページ，解答用紙は 4 枚である。指示があってか

ら確認し，乱丁，落丁，印刷不鮮明の箇所等がある場合は，た

だちに試験監督者に申し出ること。

3. 解答用紙の指定の箇所に解答のみを記入すること。指定箇所以

外に記入された解答は採点の対象としない。問題文に指示のな

い限り，導出過程は必要ない。

4. 計算その他を試みる場合は，問題冊子の余白を利用すること。

5. 解答用紙は持ち帰ってはならないが，問題冊子は必ず持ち帰る

こと。
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[ II]
なめらかに動くピストンがついた容器内に 1 mol の単原子分子の理想気体が閉

じ込められている。この気体を図 II に示す A, B, C の状態間において，次の①

と②それぞれの過程で A から C にゆっくり状態変化させることを考える。

① A• B• C 

② A• C 

ここで，①のうち A→B は定積変化， B→C は定圧変化である。②は等温変化

である。 A での温度 T, 圧力p,体積 Vはそれぞれ広 [K], 3 Po [Pa], 

Vo[m門， B でのp, V はそれぞれ Po[Pa], V。 [m 門， C での P は Po[Pa] である。

3 
気体定数を R[J/ (mol • K)], 定積モル比熱 Cv を―-R[J/ (mol • K)], 定圧モル

2 
5 

比熱らを万―R[JI (1nol • K) ], p。 >0, V。> 0 とする。このとき次の問いに

答えよ。

(1) B での温度応［K］を応を用いて表せ。また， C での体積 Vc[m門を V。を

用いて表せ。ただし， Ve> V。とする。

(2) ①のうち A→B では気体が熱を［三こ］し， B→C では気体が熱を［口こl
する。 ロコと口こ］に当てはまる語句の組み合わせとして次の a~d の
中から正しいものを一つ選び，解答欄の該当する記号を丸で囲め。

a （ア） 外部から吸収 （イ） 外部から吸収

b （ア） 外部から吸収 （イ） 外部に放出

c （ア） 外部に放出 （イ） 外部から吸収

d （ア） 外部に放出 （イ） 外部に放出
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さらに，①の A→B, B→C, ②の A→C において気体が外部から吸収した熱量

をそれぞれQAB [J], Q□JJ, QAcU] とし，①の A→B, B→C，②の A→C にお

いて気体が外部にした仕事をそれぞれ WAB[J], WBcUJ, WAcU] とする。

(3) ①で気体が外部から吸収した熱量QAB+ Q Bc を R と几を用いて表せ。

(4) ②で気体が外部から吸収した熱量QAC は①で気体が外部から吸収した熱量

3 
如＋伍c の万―倍であった。このとき①で気体が外部にした仕事

WAB + Wsc と②で気体が外部にした仕事 WAc のそれぞれを R と几を用いて

表せ。

圧力p[Pa] 

3Po L----------
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(5) 1 秒あたりに生じるうなりの回数N［回／s］を， P, g, l, 11'lA, 1加を用いて

表せ。
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